
項目

業種

→ ・特になし
その他の木製

品
製 造 業

→ → → → → → → →

↘ → → → →

・新設住宅着工戸数の前年同月比は、16.4％と5ヵ月連
続で減少し、中小工務店を中心に厳しい景況となって
いる。原因として、建築基準法・建築物省エネ法の改正
に伴う建築確認検査業務の遅れが考えられる。
・ロシア材取扱事業者は、半製品は安定的に入荷し価
格も横ばい傾向にあるものの、住宅着工戸数が減少し
ていること、外材から国産材利用に転換する動きにより
需要が減少していること、完成品の保管料の負担など
により、非常に厳しい状況にある。
・プレカット工場の稼働率は、住宅着工数減で中小工務
店からの注文数が減り、低下している。
・県産材（民間素材生産事業者）の出材状況は、秋に入
り生産量が回復に向かう傾向が見られる。

木 材 ・ 木 製 品

一 般 製 材 業 → → → →

↘ ↘ ↘ ↘
・組合員企業の廃業により受注が減少、収益状況も著し
く悪化している。

→ ↘

・原材料や資材の値上がり、賃金の上昇による経費の
増大分を商品価格に転嫁するまでに時差があり、収益
の確保が困難である。
・これまで売上数量の減少を商品単価の値上げで維持
してきたが、度重なる値上げ要請の受け入れは困難と
なることが予想される。

綿・スフ織物業 ↘ → → ↘ ↘

・物価上昇の影響は大きく、業界は厳しい状態が継続し
ているが、一部好調な商品もある。
・価格転嫁は順調に進んでいる。
・人手不足が深刻化している。

絹 人 繊 織 物
製 造 業

↗ → ↗ → ↘ → →

→ → → → → →

↘ → ↘ ・特になし。

繊 維 工 業

ニ ッ ト 製 造 業 → → ↗

↘
・原材料価格の値上がりが続いている。
・商品への価格転嫁のタイミングに苦慮している。

処理牛乳・乳飲
料 製 造 業

→ ↘ ↗ → → →

パ ン 製 造 業 ↘ → → → ↘ ↘ ↘ →

↘ → → → ↘ ・特になし。

食 料 品

醤 油 ・ 味 噌
製 造 業

→ → ↗ →
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情報連絡員報告総括表（令和7年9月期）
富山県中小企業団体中央会
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→ → → →

・燃料費、修繕費など製造コストの上昇が続いているた
め、令和8年度骨材価格について値上げを決定し、取
引先に説明を行っている。
・骨材需要は、堅調に推移している。

→ →
・県全体の生コンクリート出荷数量は、前年同月比
106.5％と3ヵ月連続で前年同月を上回っている。
・地区別では、地区ごとにばらつきが見られる。

骨材・石工品等
製 造 業

→ → → → ↘

窯業・土石製品

生コンクリート
製 造 業

→ → → → → → →

→ → → → →
・原料や燃料費の上昇が続く中、人件費の引き上げも
加わり、収益を圧迫している。

化 学 ・ ゴ ム 医薬品製造業 → → → →

→ → → ↘

・業界の将来性や自身の将来を慮ってなのか不明だ
が、中堅会社のベテラン営業社員の離職が上半期に複
数件立て続けに発生している。
・企業の存続が使命の経営層には、柔軟な発想による
新戦略とその達成への強い覚悟が今以上に求められ
る。

印 刷 印 刷 業 ↘ → → → →

↘ ↘
コンクリート製品
製 造 業

・特になし。↘ → ↗ → ↘ → ↘
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項目

業種

→ →

・産業機器分野に回復の兆しが見え、前年同月と比較
すると売上が増加している。
・一方、自動車向け部品の受注が若干減少するとの情
報があり、米国関税措置の影響が表面化してきた可能
性があり、今後の動向に注視が必要である。

電 気 機 器
電子部品・デバ
イス・電子回路
製 造 業

↗ ↗ ↗ → ↗ → ↗

→ →
・観光客を集客し、売上や利益に繋がることを期待して
いる。

→ ・特になし。

その他の製造業 漆 器 製 造 業 → → → →

→

輸 送 機 器
自動車部分品・
附属品製造業

↗ ↘ ↗ ↗→ → →

→ ↘

→ → →

→ ↘

→

↘ ・特になし。

↘

・夏頃からの鋼材需要の落ち込みから、金型業界は全
般的に下降感が強まりつつある。ただ、企業毎に置か
れている環境は大きく異なっており、景況判断するのは
難しい。

金属加工機械
製 造 業

↘ → → → ↘ ↘ ↘ ↘

↗ → → ↘ →
・受注状況及び売上ともに、前年同月と比べて増加して
いる。ただ、工作機械関連は減少しており、特にアジア
での大口の受注規模縮小が目立っている。

一 般 機 器

金属工作機械
製 造 業

↗ ↗ → →

非金属用金型
製 造 業

↘ → ↘

→ → ↘ →

・売上高は前年同月比では減少しているものの、取引
先からの受注が増加してきており、回復傾向にある。
・収益状況は材料費等が増加しており、悪化傾向にあ
る。

めっき加工業 ↘ → → → ↘

→ → → →

・組合員の事業状況は、先月までと大きな変化はないも
のの、中小企業を中心に倒産・廃業は増え続けており、
中でも人手不足倒産が目立っている。表向きの消費動
向や株価に惑わされず実態をよく見て判断し、必要な
対策を早く打つことが中小企業には必要である。
・人材不足対策として、組合では産業雇用安定センター
と連携を深めている。7月には仲介により、組合員企業
で管理職人材が採用されている。

建 築 用 金 属
製 品 製 造 業

→ → → → →

→ ↘ → → ・特になし。

→ ↘ ・特になし。

ア ル ミ ニ ウ ム
製 品 製 造 業

↘ → ↗ → →

・業種に関係なく、全体的に受注は低調に推移してい
る。米国関税措置が大きく影響しているものと思われ
る。

銅 ･ 同 合 金
鋳 物 製 造 業

↘ → → ↘ ↘ → →

→ ↘ ↘ ↘ → ↘
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鉄 鋼 ・ 金 属

銑 鉄 鋳 物
製 造 業

↘ → →

売

上

高

在

庫

数

量

販

売

価

格

取

引

条

件

収

益

状

況

資

金

繰

り

3/5



項目

業種

小 売 業

・最低賃金改定などによるコスト増に加え、消費者の物
価高に対する生活防衛的な節約志向がかなり強くなっ
ており、売上と収益など業績に影響が出ている。

・特になし。

シ ョ ッ ピ ン グ
セ ン タ ー

→ → ↗ ↘ ↘ → →

・カーボンニュートラルの進展に伴いガソリン等の需要
減が見込まれることや、大手流通業者等による廉売激
化、人材不足やドライバーの時間外規制など、SSの経
営環境は依然として厳しい。
・物価高による利用者の節約志向が響き、ガソリン販売
量の減少は続いている。引き続き、需要の回復感は弱
い。

スポーツ用品
小 売 業

↘ ↗ ↗ ↘ ↘ → →

・特になし。

ガ ソ リ ン
ス テ ー シ ョ ン

↘ → → ↘ ↘ ↘ ↘

→ → →

↘

↘

↘

自動車小売業 → → → → →

↘ → → ↘ ・特になし。

→ → →

・9月の富山卸売市場は、前年同月比で数量93％、単
価105％、売上98％となっている。
・組合員全体の売上については、前年同月比99％と
なっている。

家庭用電気機
械 器 具
小 売 業

↘ → ↗ →

→ → →

野 菜 ・ 果 実
小 売 業

→ → → → →

食 肉 小 売 業 → → → → →

鮮 魚 小 売 業 ↘ → ↘ → ↘ → →

↘ → ↘

・9月から繁忙期に入ったものの、受注数が昨年より減っ
ている事例が多く見られ、売上は昨年を下回っている。
・価格転嫁がスムーズにいかない分、収益悪化を心配し
ている。

非鉄金属製品
卸 売 業

↘ ↗ ↗ ↘

↗ → → →

・9月から仕入れ単価がアップしたため、各社8月に前倒
しで仕入れを行った傾向にあり、9月はその反動で前年
同月比91％と落ち込んでいる。しかし、半期累計売上
は、対前年比104.9％と好調に推移している。
・10月で山間部の仕事が閉まるため、今年度の売上傾
向は10月でほぼ見える見込みである。

↘

↘
・売上が伸びず、全体としては依然として景気が悪く、
悪化傾向である。

・連休が続き、店頭販売での売上は減少したものの、イ
ベント等の人が集まる場所での売上は増加している。
・連休後の売上は減少している。

卸 売 業

セ メ ン ト
卸 売 業

↘ → ↗ ↘
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項目

業種

→ → → ・特になし。

サ ー ビ ス 業

情報サービス業 → → →

・景況に変化はない。
・各種講習会を開催している。
・官民連携を進めるために、ウォーターPPP導入の推進
が示され、各自治体は導入に向けて検討を行ってい
る。官公需適格組合との関連も含め、組合がどう関与す
るのか想像が出来ないため、不安を抱えている。

管 工 事 業 → → → → → ↘

→ → →

・燃料価格について、前年同月比で＋4.0円/ℓ高くなっ
ている。
・物量は、小口が前年同月比100.2％と前年並み、貸切
は88.2％、全体としては93.4％となっている。

→ → → ・特になし。

→ ・特になし。

・各鉄骨加工業者は受注の停滞が続いている中で、東
京製鉄が形鋼を中心に大幅な値下げを発表し、ゼネコ
ンの指値は一層厳しくなると思われる。電力、輸送費な
どの諸経費、更に人件費もアップしており、仕事量を
追っての安値受注は絶対してはならない。

→

→

→ →
道 路 貨 物
運 送 業

→ →

一般土木建築
工 事 業

→

道 路 貨 物
運 送 業

→ → →

電 気 工 事 業 → ↗ → → → → ↗

・公共事業、民間設備投資は順調に推移している。
・4月の建築基準法改正による影響も落ち着き、住宅着
工件数は増加している。
・工事単価や材料費の値上がり分は価格転嫁されてい
るものの、今後も部材等の値上げが発表されており、収
益への影響が心配される。

→

→ → → → →

・9月の自動車新車新規登録・届出台数（登録車と軽自
動車の合計）は、前年同月比3ヵ月連続の減少となって
いる。
・国内新車販売台数を上半期（4月～9月）全体で見る
と、前年同期比0.5％の微増となり、これは、認証不正問
題から回復しつつあることと、米国の輸入車関税の影響
で各社国内市場を重視する姿勢を強めたことが要因と
考えられる。
・しかし、新車市場は、物価高騰や車両価格の値上げ、
一部車種の納期長期化や受注停止などが影響し、全
体としては厳しい状況が続いている。
・自動車整備事業者は、各種自動車部品、油脂類、機
械工具類等全てのものが価格上昇しており、自社努力
では対応しきれず苦慮している。
・また、先進安全技術に係る特定整備制度の創設、自
動車検査証の電子化、OBDを活用した自動車検査制
度など、多くの制度改正に対応することを求められ、更
に、新技術への対応、生産性向上、健全な経営の徹
底、少子高齢化社会における自動車整備士の人材不
足等の課題も抱えている。こうした課題に対応できない
事業者は、自社の取扱い車種が加速度的に減少して
いく状況にある。

鉄 骨 ・ 鉄 筋
工 事 業

↘ ↘ → ↘ ↘↘

・特になし。

自動車整備業 → → → → → → →

・昼も夜も来店客が少なく、売上は前年同月に比べて
5％減少している。

建 築 設 計 業 → → → → → → →

・特になし。

飲 食 業 ↘ ↗ → ↘ → → ↘

クリーニング業 → → → ↘ ↘ → →

→

商 店 街 ↘ → ↗ → ↘

→ → →

・季節の変わり目がはっきりせず、衣料品の売上が芳し
くない。隣接する百貨店のイベント時には人流は増える
ものの、ブランド衣料や宝飾品等の買い回り品の購買
意欲には繋がっていない。
・秋の観光シーズンやこれから始まる商店街ポイント還
元キャンペーンの効果に期待したい。

↘ → ↘
・物価高に対する節約志向により、物販、飲食ともに、売
上が前年より10％減少の状態が続いている。
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商 店 街

商 店 街 → → → → →
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